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　「宣 教 会 義

2007」が、5 月 21

日 22 日に市ヶ

谷センターで行

われました。こ

の会議は各教区

の伝道・宣教部

長が集まり、宣教の進展をはかる目的で開かれまし

た。また、各教区の伝道・宣教部長と宣教室がチーム

として知恵と祈りをあわせる時を持つことの大切さ

を知ることも共有しました。

　今回の会議は宣教室スタッフが「会議の持ち方」の

研修を専門家から受け、会議そのものも研修のひと

つとして設定されました。会議の冒頭では、２つの会

議内容を参加者全員でどちらかを自分達で選択する

方法をとりました。

 Aプラン「教勢アップという目標に対応策を練る」、

Bプラン「私たち伝道チームが何にどう取り組むこ

とが必要かを検討する」というものでした。参加者は

Bプランを選択しました。

　会議内容としては、KJ法をもちいたワークショッ

プを中心にし、１．「過去宣教方策等の分析」。２「伝道

部長として期待されていること・ニードを知る」。３

「組織確認と組織作り（全体をみる）」をまとめました。

また「新来会者の目でみた教会」をテーマに八木谷涼

子氏（教会ルポライター）に講演してもらい、もう一

度自分たちの教会を見つめなおす時を持ちました。

　最終日には、参加者全員で「宣教会議2007からの

提言」をまとめました。その提言は次のとおりです。

（4ページに続く）

＞＞＞＞＞  5.21～ 22　市ヶ谷センター

1  | 宣教会議 2007
アワーミッションレポート「東京教会」

『無い袖を振る神様』

2  | 牧師の声・信徒の声

東洋と西洋の対話④
3  | 信仰の学び、養いを生涯続ける④

神学生寮の思い出

クリスチャンのライフカレンダー

LAOS講座

4  | 統一協会に関する日韓フォーラム

宣教会議2007（1面の続き）

LCM 会議、エイズ公開講演会

常議員会、部キ連総会

子どもキャンプ、教師志願者募集

公告、住所変更、他

1  |バイブルメッセージ

手紙の向こうにある想い

2  |大人を育てる絵本からのメッセージ

HeQi Art 聖書物語

たろこまま「いのちを語る」

C O N T E N T S
目  次

福音版

宣教会議 2007　

アワーミッションレポート 　東京教会バラの降る教会
　5月の聖霊降臨祭、東京教会は「バ

ラの降る教会」となりました。教会

内はもちろんのこと、教会の外に設

置された二つの掲示板も、ウェブサ

イトもバラ一色。外部からの問い合

わせも数多く、当日は192名もの方

が集まりました。そこで、この計画

の仕掛け人である関野牧師にお話

を伺いました。

―「ペンテコステにバラを」というアイ

ディアは、いつ思いついたのですか？

　クリスマスやイースターには具

体的なイメージできるもの――例

えば、飼い葉桶や空虚な墓等――があるものの、ペンテ

コステにはそれがないと感じていたからです。せっかく

の聖霊降臨祭に目に見えるものを通して聖霊を体験し

て欲しいと強く願ったのです。具体的なきっかけは、世

界各地ではペンテコステの様々な取り組みがあり、その

中でもイタリアで聖霊のシンボルとしてバラをまくと

いう記述に目が留まり、それを実施しようと思い立った

ことがあげられます。具体的にどのようにするのか、そ

こには記述がありませんでしたが、子どもたちに頼もう

ということだけはイメージできました。

―実施していかがでしたか？

　昨年のペンテコステで初めて実施して印象的だったの

が、みんなが笑顔だったことです。何よりも、子どもたちが

バラを撒いたのがよかったと思います。また、自分の手も

とに花びらが残ることも笑顔の要因であったと思います。

礼拝後、男性は胸ポケットに挿したり、女性は髪に挿した

りとそれぞれに喜びを表していたのが印象的でした。

　教会の方の声としては、礼拝後の祝会において司会を

された信徒が「子どもたちが撒いた瞬間、聖霊が降って

きたようだっ

た」というもの

があります。

―退場のとき

にバラを撒か

れましたね。

　東京教会で

は十字架と2本のろうそくを持って退堂していますが、

その時にバラを撒くことによって、十字架とろうそくか

ら聖霊が降る様子を表現できると思いました。また、キ

リストが去って行ったあと、聖霊がきたということも考

えています。

―今後の抱負をお聞かせください。

　この日だけというのは、単なるイベントになるので、

バラを押し花にして、来ることの出来ない方々に送る準

備をしています。さらに、今後バラと言えば東京教会と

なって欲しいと願っています。また、ペンテコステ以外

にも、視覚的な体験ができるといいと考えています。

※この礼拝の様子はjelc.TVで御覧いただけます。
URL>>http://jelc.tv/
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　広
ひ ろ べ
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< 信徒の声 >教会の宝石を捜して

< 牧師の声 >

東教区　横須賀教会・横浜教会  牧師

フィリピの信徒への手紙 1章 6節

あなたがたの中で善い業を始められた方が、

キリスト･イエスの日までに、その業を成し

遂げてくださると、わたしは確信しています
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平岡（以下「平」）：私達は私達の信仰を使徒信条、ニケア

信条によって告白します。

Lathrop（以下「L」）：使徒信条そしてニケア信条共に、洗

礼を受け新しくキリスト者となる人々に与えられ

る教えの中に含まれています。だから日曜日、これ

らの信条によって信仰告白をすることは私達自身

の洗礼を思い起こす助けになるでしょう。ニケア信

条は西方教会と東方教会の多くの教会に於いて用

いられている古いテキストであり、また、使徒信条

は西方教会において特に知られ、ルターの小教理問

答書で重要な位置を占めています。

平：私たちは教会の信仰を告白することによって、民

の集まりが、三位一体の神である唯一の真のぶどう

の木に連なる枝であることを明らかにします。（エ

フェソ４章５節）

Ｌ：会衆は聖書朗読と説教によって神の言葉を聞き、御言

葉は真のぶどうの木、神の臨在恵みへと再び私達を引

き寄せます。御言葉は私達に神への信仰を与えます。

平：そして、その時、御言葉は私達を信仰告白へと導くのです。

Ｌ：私達は世界中のキリスト者と共に信仰を信条によっ

て告白し、"The Hymn of the Day" によって歌います。

"The Hymn of the Day"は現代的な言葉による私達の

信仰告白と言えます。

平：神道の神々は御神木を拠り所としその存在を示し

ます。しかし、ぶどうの木である三位一体の神は世

界の創造者であり、全ての被造物は神の愛の拠り

所・その根拠です。

Ｌ：事実、私達が告白する神もまた木にご自分を現しま

した。しかしそれは十字架でした。この木によって、

神は私達にどれほどこの世が愛されているかをお

示しになったのです。真の神はぶどうの木に流れる

命と恵みの中へ私達を集め、この愛を自由に与え、

この愛において隣人に仕えるよう私達を招いてお

られます。だから私達は十字架によって示されたこ

の神の愛への応答に於いて、私達の信仰をここで共

に告白するのです。

第 4回　私達は信仰を告白します。（信条　Hymn of the Day）
「主は一人、信仰は一つ、洗礼は一つ、すべてのものの父である神は唯一であって、すべてのものの上にあり、

すべてのものを通して働き、すべてのものの内におられます」（エフェソの信徒への手紙　4章5～6節）
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～伝えたいことは、たったひとつ～

　きみは２度生まれたね。神様から命を

いただき、この世に生まれた。そして神様

の子どもとなる洗礼をうけて新しく生ま

れた。あの時、おじいちゃんは隣にいたよ。

「三代目クリスチャンの誕生ですね」って

牧師さんに言われてとても嬉しかった。

　でも何をすればいいのかと考えた。一

緒にできることをしたいと思った。祈るこ

と、聖書を読むこと。そして礼拝に出席す

ること。全部一緒にやってるね。でも、大

きくなるとお友達と遊ぶ時間がいるし、学

校の行事が増えていくね。それでもおじい

ちゃんは、毎週礼拝を休まず、きみを待っ

てるよ。

　教会にある宝物を紹介してきたね。そ

れは、教会学校やキャンプ。日本中から集

まってくるキャンプもある。子どもの聖書

や学びの本もある。必要なときに紹介する

こともでき、参加してくれて嬉しかった。

　そしていま、伝えたいことはたったひと

つ。イエスさまがいつも一緒にいてくれる

こと。そのイエスさまを救い主として信じ

ていること。ただそれだけ。
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　私たちの教会では３年前から、月

に一度礼拝後にＬＡＯＳ講座の学び

会を続けています。5人のレポーター

は全員信徒で、私もその一人です。

 レポーターは担当の単元のまとめ

を発表し、その後で参加者全員で感

想を分かち合います。ＬＡＯＳ講座

に記された内容を、自分達の事柄と

して受け止めることが教会の成長

につながると思っています。

　先日、私は第2号｢小さな一本

の指｣の第3回を担当しました。

そこでは「教会に集う私たち信徒

一人ひとりに、神様から宣教の働

きが委ねられていること」がはっ

きりと示されました。

 今まで牧師にだけ任せていた働

きのあれこれを、信徒が積極的に

担ってゆくことで教会はもっと

元気になれると思います。そして、

さらにこのような信仰を次世代

に繋げてゆくことも私たちの大

切な務めではないでしょうか。

―第15回―

　ルーテル学院大学・神学校名誉教授

徳善 義和

総会議長
東京教会

山之内 正俊

■募金活動にご協力下さい■

　従来の寮棟を『ルターホール』と名称

を変え大改修します。この事業にご理解

いただき、ぜひとも募金にご賛同、ご協

力お願いいたします。

募集期間　2007年４月～2009年３月

送 金 先 　学校法人 ルーテル学院

取扱機関　郵便振替口座00140-2171183
（所定の郵便振替用紙をご利用下さい）

銀行口座　三菱東京UFJ銀行三鷹支店

普通口座　4126089

名    義　学校法人 ルーテル学院

【お問い合せ】

ルーテル学院大学･神学校後援会（0422-31-4611）

教会事務局（03-3260-8631）

※岐阜教会のLAOS の学びの様子は
jelc.TVで御覧いただけます。

URL　http://jelc.tv/

右から竹田神学生、松沢先生、山之内神学生、藤
井神学生、宮崎神学生（ＮＲＫ）
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松原清先生（引退牧師）が、６月12日（火）午後２時55分頃、召天されました（享年68）。
　謹んで哀悼の意を表し、お知らせいたします。
　通夜･告別式は6月13日、葬儀は6月14日に日本福音ルーテル大阪教会にて執り行
われました。喪主は悦子夫人。
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